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校長 田畑 幹夫 

    

先生方も認めていた

だけると、すごく励

みになります。よろ

しくお願いします。」 

 

教職員 エージェンシーで「笑顔」と「潤い」を  
～今こそ「すべての子どもたちのために」～ 

子ども ゴールに向かって自分らしさを磨こう  
～心を通わせながら～ 

令和７年度 学校通信 R8.3.25 NO.12 
富良野市立富良野小学校 

 令和７年度も、いよいよ終わりを迎えようとしています。今年度も本校の教育活動に対し、保護者

の皆様、地域の皆様から多くのご理解とご協力をいただきましたことに、心より感謝申し上げます。 

振り返りますと、私が校長として勤めさせていただいた３年間は、新型コロナウイルス感染症の影

響が落ち着き、学校生活が少しずつ本来の姿を取り戻していく時期でもありました。制限の多い日々

を経て、運動会や学芸会などの行事を全学年で開催できたとき、子どもたちの生き生きとした姿や、

会場全体に広がる一体感、そして感動を共有することの尊さを改めて実感しました。 

人と人が同じ時間と空間を共有すること、仲間と力を合わせて何かを成し遂げること。この経験

は、子どもたちの心に深く残る大切な学びです。同時に、「今」という時間は二度と戻らない、かけ

がえのないもの。コロナ禍を経た私たちは、様々な当たり前の価値を改めて見つめ直すことができま

した。 

現在の富良野小学校は、子どもたちの明るい声があふれ、躍動する姿がたくさん見られます。今こ

こにいる仲間とともに学び、考え、挑戦する姿が、ふだんの学校生活の中にあふれています。これか

らますます深まりのある学びを生み出す授業づくり、安心して力を発揮できる学級づくりを大切に

しながら、「この仲間だからこそ一緒にできた!」と感じられる経験を子どもたちに積み重ねてほしい

と願っています。 

一方で、世界に目を向けると、国際情勢は決して安定しているとは言えません。ホルムズ海峡の封

鎖によって原油の輸入が大きく制限されるなど、私たちの生活にも影響が及びかねない状況が伝え

られています。社会が大きく変化する時代だからこそ、子どもたちには、仲間と支え合いながら、よ

りよい未来をつくろうとする力を身につけてほしいです。 

学校は、子どもたちが学び、人として成長していく大切な場所です。そして、その歩みは、学校だ

けでなく、家庭や地域の皆様の支えがあってこそ成り立つものです。これからも富良野小学校の子ど

もたちが、仲間とともに学び、伸び伸びと力を発揮していくことを心から願っています。私自身も、

これからもずっと富良野小学校を応援し続けていきます。令和７年度、本校の教育活動を支えてくだ

さったすべての皆様に、改めて感謝申し上げます。 

富小っ子 どまんなか学校 

ＳＢ活動に関して 長年の伝統ある本校のスクールバンドですが、「運動会」「市音楽行

進」「市内小中学校音楽発表会」などで演奏を披露し、多くのご支援をいただいて参りました。

保護者・地域の皆様、そしてご指導いただいたボランティアの皆様に心より感謝申し上げます。

一方で、本活動は教育課程外であること、専門的な指導を要すること、練習時間の確保が難しい

ことなどの課題が続いていました。秋頃からお伝えしていましたが、令和９年度より活動を終了

することにいたしました。令和８年度の６年生は「運動会」での音楽行進を最後に活動を終了

し、「音楽発表会」には５年生が合唱や器楽合奏を中心に参加する予定です。これまでのご支援

に深く感謝申し上げますとともに、ご理解とご協力をお願いいたします。 
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 ３月２０日（金）、保護者の皆様ならびに多くのご来賓の皆様のご臨席を賜り、第１２２回卒業証書

授与式を厳かに、そして温かい雰囲気の中で行うことができました。５５名の卒業生は、一人一人が

これまでの歩みとこれからの決意を胸に、堂々とした姿で卒業証書を受け取りました。その姿からは、

６年間、最高学年として学校を支えてきた自覚と誇りが強く感じられました。また、これまでお世話

になった方々への感謝の言葉や、卒業生合唱「手紙～拝啓十五の君へ～」には、仲間と過ごした日々

や様々な思いが込められ、会場は大きな感動に包まれました。在校生は、これまで学校の中心となっ

て活躍してきた６年生へのあこがれと感謝、そしてお祝いの気持ちをしっかりと伝えました。さらに、

５年生を中心にこれからの学校をよりよくしていこうという決意を表し、心を込めて在校生合唱「明

日へつなぐもの」を響かせました。式の最後には、卒業担任団に見守られながら退場する卒業生に、

会場から大きな拍手が送られ、温かな空気とともに多くの余韻が広がりました。卒業生の皆さん、こ

れからも自分の可能性を信じ、それぞれの未来へ向かって力強く歩んでいってください。 

第 12２回卒業証書授与式 

 新年度に向けて、よいスタートを切ること

ができるよう、規則正しい生活・安全な生活

をよろしくお願いします。特に気を付けてほ

しい点は下記の通りです。※別紙「春休みの

きまり」を必ずご確認ください。  

① 交通事故防止のために  

□交差点では「ストップ」「確認」運転手さん

の目を見て渡る 

② トラブル防止のために  

□外出前に行先・帰る時刻を伝える  

□物やお金の貸し借り、無駄遣いをしない 

□知らない人には、絶対ついていかない 

③ 早寝・早起き・朝ご飯・日光浴 

  □規則正しい生活とは起床時刻を揃えること 

 □朝ご飯は、昼間の活動エネルギー補給になる 

４月行事予定
 ７日（火） 着任式・始業式                 
       交通安全街頭指導～１３日      
  ８日（水） 入学式                     
             ２～６年給食開始         
１３日（月） 内科健診 5 年 
１４日（火） 特 4            
       ２計測・視力検査２・４・６年   
１５日（水） １年給食開始 
             交通安全教室（全校）               
１６日（木） ２計測・視力検査１・３・５年   
１８日（土） 参観日 富小っ子サポーターズ総会 
２０日（月） 振替休業日 
２２日（水） 内科検診 4 年 
２３日（木） 特 4 個人懇談～5 月 11 日 
       全国学力学習状況調査 6 年 
２４日（金） 内科検診３年・全校一斉下校 
２７日（月） 内科検診 6 年 
２８日（火） 特 4 個人懇談 
             １年生を迎える会 
２９日（水） 昭和の日（祝日） 

６年生の卒業に向けて、在校生が心を込めて装飾やよせがきを作りました。一つひとつ丁寧に仕

上げられた作品には、感謝とお祝いの気持ち、そして創意工夫あふれる見る人の心が明るくなるよ

うなアイディアが詰まっています。学校全体が温かい雰囲気に包まれました。（一部紹介します） 


